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１ ２０２５年度の主な実施事項 1

①「最終報告」の公開

② ハイブリッド脅威事例データベースの公開

③ 国際共同ウェビナーの実施

➃ ハイブリッド戦の解説動画の配信



２ ２０２５年度の主な実施事項の成果・新規性・提言 2

①「最終報告 台湾有事抑止のための対応要領及び多国間抑止態勢の構築―不可欠なﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ戦対処」の公開

●以下の成果

・台湾有事抑止のためのハイブリッド戦対処の重要性を明示

・台湾、日本等が抱えるハイブリッド戦に対する脆弱性を特定

・香港型の「懐柔路線」及び内乱型の「強硬路線」に基づく中国によるハイブリッド戦の予測モデルを提示

●ハイブリッド戦対処のための国家間連携として以下を提言

・東アジアにおける「ハイブリッド脅威対策センター」の設置

・日米豪、日米豪印、日米豪比、日米韓等のミニラテラルな枠組みの活用

・同盟国・同志国と連携した戦略的コミュニケーションの実施

・中国による経済封鎖への備え、サプライ・チェーンの再編、海底ケーブル及び宇宙関連アセット等のインフラ

防護を含む経済・社会的強靭性の向上の必要性

② ハイブリッド脅威事例データベースの公開

収集した約６２０件の事例をデータベース化し日本語及び英語で公開

⇒世界的に例がなく、国内外の専門家のための研究資源として機能

⇒中国、ロシア等のアクターが用いる工作手段、標的の傾向等を分析
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③国際共同ウェビナー「中国による台湾統一ハイブリッド戦対策のための多国間共同」の実施

豪州・台湾からのパネリストとともにディスカッションを実施

⇒研究成果を国内外に発信するとともに各国によるハイブリッド戦の取組、各国ごとの脆弱性等に対する

知見を獲得

⇒ハイブリッド戦対策のためのパートナーとしての我が国の重要性をアピールし日本外交に貢献

➃ ハイブリッド戦の解説動画「10分でわかる安全保障シリーズ 忍び寄る中国のハイブリッド戦～台湾、
そして日本～」の配信

動画配信サイト（YouTube）上でハイブリッド戦の概要、工作手段、事例等を分かりやすく解説した動画
（全１７回、各回１０分）を公開

⇒一般視聴者のハイブリッド戦に対する理解を深めることに寄与

⇒我が国の社会的強靭性（ソーシャル・レジリエンス）の向上に貢献
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